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◇現用・予備の２系統のＳＤＩ（ＮＴＳＣ）信号を比較し、映像・音声のエラーを検出し、エラー内容をフロント 

パネルＬＥＤ表示と 100BASE-TX/10BASE-T 対応 LAN インタフェース（RJ-45）にて外部へ通知します。 

◇ビデオレベル、音声レベル等の映像、音声基準のクリア／エラーを監視します。 

◇現用・予備の２系統の信号を同期させることによって、両信号の比較を行います。 

◇現用・予備の遅延量は、±２フレームまで許容します。 
 

 

◆現用側映像・音声入力信号 

入力信号数 ：１系統 

信号形式  ：映像 ：ＮＴＳＣ、ＳＤＩ〔Ｄ１〕ＳＭＰＴＥ２５９Ｍ－Ｃ） 

   ：音声 ：エンベデッドオーディオ４ｃｈ（主Ｌ，Ｒ・副Ｌ，Ｒ） 

入力接栓  ：ＢＮＣコネクタ 

 

◆予備側映像・音声入力信号 

入力信号数 ：１系統 

信号形式  ：映像 ：ＮＴＳＣ、ＳＤＩ〔Ｄ１〕ＳＭＰＴＥ２５９Ｍ－Ｃ） 

   ：音声 ：エンベデッドオーディオ４ｃｈ（主Ｌ，Ｒ・副Ｌ，Ｒ） 

入力接栓  ：ＢＮＣコネクタ 

 

◆映像モニタ出力信号 

出力信号数 ：現用・予備 各１系統 

信号形式  ：ＮＴＳＣ、アナログＶＢＳ 

出力接栓  ：ＢＮＣコネクタ 

 

◆映像調整用比較映像モニタ出力信号 

出力信号数 ：２系統 

信号形式  ：ＮＴＳＣ、アナログＶＢＳ 

出力接栓  ：ＢＮＣコネクタ 

 

◆音声モニタ出力信号 

出力信号数 ：２系統×２（現用・予備 各４ｃｈ〔主Ｌ，Ｒ・副Ｌ，Ｒ〕） 

信号形式  ：アナログ アンバランスステレオ４ｃｈ 

出力接栓  ：ＲＣＡピンジャック 

 

◆外部通知 

通信仕様  ：100BASE-TX/10BASE-T 対応 LAN インタフェース 

プロトコル ：ＴＣＰＩＰ 

コネクタ  ：ＲＪ－４５モジュラ 

 

◆外形寸法  ：Ｗ４３０ × Ｈ４４ × Ｄ３４９ ｍｍ 

◆質   量  ：約 ３ ｋｇ 

◆電源電圧  ：１００Ｖ±１０％ ＡＣ ５０／６０Ｈｚ 

◆消費電力  ：約 ２５ Ｗ 

◆使用温度  ：５℃ ～ ４０℃ 

仕様及び外観は改良のため予告なく変更することがあります 
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◆画像エラー検知項目 

・同期断・エラー（現用・予備） 

     ＳＤＩ信号入力に同期信号が検出されないとき、エラーとなります。 

 

・ガマット・エラー（現用・予備） 

     ＳＤＩ信号のＹＣｂＣｒをＧＢＲに変換した際、ＧＢＲの信号レベルに異常がある場合エラーを 

検出します。１フレーム中にレベル異常のドットが設定値を越えて存在する場合をエラーと 

します。 

レベルＵＰＰＥＲ（１０１～１０９％） 

レベルＬＯＷＥＲ（－１～－６％） 

異常ドット数（１～１００％） 

 

・輝度レベル・エラー（現用・予備） 

 ＳＤＩ信号のＹ信号レベルに異常がある場合エラーを検出します。１フレーム中にレベル異常 

のドットが設定値を越えて存在する場合をエラーとします。 

エラー検出設定項目 

レベルＵＰＰＥＲ（１０１～１０９％） 

レベルＬＯＷＥＲ（－１～－６％） 

異常ドット数（１～１００％） 

 

・色差レベル・エラー（現用・予備） 

     ＳＤＩ信号のＣｂＣｒ信号レベルに異常がある場合エラーを検出します。１フレーム中にレベル 

異常のドットが設定値を越えて存在する場合をエラーとします。 

エラー検出設定項目 

レベルＵＰＰＥＲ（１０１～１０６％） 

レベルＬＯＷＥＲ（－１～－６％） 

異常ドット数（１～１００％） 

 

・ブラックアウト・エラー（現用・予備） 

    映像がブラックアウトした状態が１秒以上連続した場合にエラーを検出します。 

     ブラックアウトを検知する領域を設定することが可能です。（フリーズと共通領域） 

 

・フリーズ・エラー（現用・予備） 

    映像がフリーズした状態が１秒以上連続した場合にエラーを検出します。 

     フリーズを検知する領域を設定することが可能です。（ブラックアウトと共通領域） 

 

・サブリミナル・エラー（現用・予備） 

      前後フレームの映像の相関からシーンチェンジを検出。シーンチェンジからシーンチェンジの 

     間隔を測定し、しきい値以下の間隔でシーンチェンジが有った場合にエラーとします。 

     設定範囲は１～１０フレームです。 
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・輝度データ比較・エラー 

      現用、予備の２系統を同期させ、輝度信号データを比較します。 

     データに差がある場合、エラーとします。 

 

・色差データ比較・エラー 

    現用、予備の２系統を同期させ、色差信号データを比較します。 

     データに差がある場合、エラーとします。 

 

・ＡＮＣデータ比較・エラー 

    現用、予備の２系統を同期させ、映像ブランキング期間のデータを比較します。 

     データに差がある場合、エラーとします。（※第１０ラインは比較されません） 

 

  ・映像比較・エラー 

    現用、予備の２系統を同期させ、映像を比較します。入力信号をデータとしてではなく映像 

としてとらえ、比較します。 

 

◆音声エラー検知項目 

・レベル・エラー（現用・予備） 

     エンベデッドオーディオ信号のピーク値を測定し、その値がピーク値を越える場合、エラーを 

検出します。エラー検出のしきい値はＵＰＰＥＲとＬＯＷＥＲについて設定可能で、設定範囲は 

ＵＰＰＥＲ：０～－２０ｄＢ ＬＯＷＥＲ：－３０～－５０ｄＢです。 

     主音声ＬＲ、副音声ＬＲについて監視します。 

 

 ・無音・エラー（現用・予備） 

     エンベデッドオーディオ信号のピーク値を測定し、そのピーク値が－５０ｄＢ以下の状態が 

１秒以上連続した場合にエラーを検出します。主音声ＬＲ、副音声ＬＲについて監視します。 

 

・逆相・エラー（現用・予備） 

    オーディオ信号の逆相状態が、１秒以上連続した場合にエラーを検出します。主副音声に 

ついて監視します。 

 

・音声比較・エラー 

現用、予備の２系統を同期させ、音声信号レベルの差を抽出します。 

レベル差のしきい値は、フルスケールに対して０～２０％です。 

主音声ＬＲ、副音声ＬＲについて監視します。 

 

◆その他 

   ・各検知項目は個別にディセーブル可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

仕様及び外観は改良のため予告なく変更することがあります。 
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